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ワクチン開発の最近の動向等について

ワクチン開発の最近の動向
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(注)○印は、国内で製造。 △印は、輸入。 ((社 )細菌製剤協会ホームページを元に作成 )

園日1図 □DP丁 □MR二 混 回麻しん □風 しん ■インフルエンザ ロその他 ワクチン
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単位 :百万円

※MR二混は、06年から本格的に生産開始。また、06年度から定期接種のワクチンとして位置付けられるとともに、2回接種が導入されたもの。   4

(社 )細菌製剤協会調べ
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インフルエンザワクチン製造量の推移
数量 (万本 )
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泰糸囁鍼      度
グラフ中の数字は、製造量  ※¬本 l ml換算。
()は未使用量 (内数)  ※平成7年以前の未使用量については
不明。

(「ワクチン産業ビジョン」(平成19年 3月 )表5を元に作成)
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5

平成21年 11月 27日現在

2.074  (150)

日本 米国

1984年

1986年

1987年
1988年

Rtt RT各ヮウチン(米国は1982年 )

フk着牛ワク千こ 遺伝子組換えB型肝炎ワクチン

画グチン(綸ラタチカI不活iビポリオウタテン(PM)
肺炎球菌ワクチン(米国は1977年 )

遺伝子組換えB型肝炎ワクチン

MMRワクチン(米国は1971年 )
1991年

19p2年
1993年

1994年

1995年

1996年

DTaPワクチン(aP(無細胞百日せき)ワクチンは日本から導入、日本は1981年

日本脳炎ワクチン(■本から導入、日本!■1970年 )
DTaP― Hib

不活化A型肝炎ワクチン

水痘生ワクチン(日本から技術導入)

不活化A型肝炎ワクチン ____
師b― B型肝炎ワクチン

2000年

2001年

2002年

2003年

2005年

2006年

2007年

小児用肺炎球菌ワクチン(7価 )

A型―B型肝炎ワクチン

DTaP― IPV― B型肝炎ワクチン

終鼻イジカ♭三シザ生ウタチジ、OTウタチン(成人用)

MRワクチン MMR―水痘ワクチン、DTaPヮクチン(成人用)

髄膜炎菌ワクチン(結合ヮクチン)

ロタウイルス生ワクチン

HPVワクチン(子官頸がん予防ワクチン、4価 )、 帯状疱疹生ワクチン

聞bワクチン(結合ワクチン)

沈降新型インフルエンザワクチン(H5Nl株 )

プレバンデミックインフルエンザワクチン(H5Nl株 )

2008年 DTaP-lPV― Hibワクチン、DTaP― IPVワクチン

2009年 乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン

HPVワクチン(子宮頸がん予防ワクチン、2価 )
′ヽ甲田喘る技蘭ワクチン(7価 )

HPVワクチン(子宮頸がん予防ワクチン、2価 )

細胞培養日本脳炎ワクチン

2010年 小児用肺炎球菌ワクチン(13価 )




